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まえがき

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，財団法人日本船舶標準協会 (JMSA) から，

工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，国

土交通大臣が制定した日本工業規格である。

制定に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO 15849：2001，Ships and marine

technology－Guidelines for implementation of a fleet management system network を基礎として用いた。

JIS F 0075 には，次に示す附属書がある。

附属書 A（参考）

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。
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日本工業規格 JIS
F 0075：2003

(ISO 15849：2001)

船舶及び海洋技術－

フリートマネジメントシステム

ネットワークの実施のための指針

Ships and marine technology－Guidelines for implementation of a fleet
management system network

序文　この規格は，2001 年に第 1 版として発行された ISO 15849：2001，Ships and marine technology－

Guidelines for implementation of a fleet management system network 及び Amendment 1 を翻訳し，技術的内容を

変更することなく作成した日本工業規格である。

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，原国際規格にはない事項である。

適切な情報管理は，船舶の安全と生産的な運航のため，及び規則を満足するために重要である。この情

報管理に影響する機能の幾つかを選抜すると，通信，貨物取扱，保守と修理，人事情報及び環境保護のた

めの判断を支援するものが含まれる。

造船及び海運業界は，コンピュータベースの船上データ管理システムの運用のための総合的な規格と指

針の開発の必要性を認識している。

この規格の目的は，船上及び陸上基地に適用するコンピュータと通信ネットワークの開放型のクライア

ント／サーバ アーキテクチャ (an open client/server architecture) の設計と実施用の指針，及び同様に，複数

のソフトウェアアプリケーションの容易な統合を可能とするアプリケーションソフトウェアの提供者のた

めの指針を提供することにある。

さらに，この規格の意図するところは，これらの指針を提供することによって，将来的に船上システム

／ネットワークの陸上支援を可能にすることを促進する。また，この規格は，支援されるサービス，要求

される性能と，特定設備の受入れ基準の詳細を規定した契約技術仕様書の作成において，船主，設計者，

造船所，製造業者及びコンピュータサービスのプロバイダを支援することも目的としている。

1. 適用範囲　この規格は，船主及びコンピュータサービスによるフリートマネジメントシステム (FMS)

ネットワークの運用者に，その選択と実施についての概要と，実施の際の指針を提供するものである。こ

の規格には，次のものが含まれている。

a) 広域ネットワーク，データ伝送サービス及び共通のデータベース設備を含む，一般的構造基盤のため

の指針。

b) アプリケーションプログラムへのサービスを含む，船上設備の指針。

c) アプリケーションプログラムへのサービスを含む，陸上設備の指針。

この規格は，船舶のシステム，例えば，航海，無線通信及び船舶の運航を制御するためのシステムのよ


